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協議事項２ ９月からの生活道路の法定速度引き下げに伴うダイヤ改正対応について 

１．協議事項の概要  

内容 ９月からの生活道路の法定速度引き下げに伴うダイヤ改正対応について 

概要 

道路交通法施行令の改正により、令和８年９月１日から生活道路における自動車の法

定速度が 60km/hから、30km/hに引き下げられる。対象となる道路は、主に地域住民の

日常生活に利用されるような、中央線等がない道路（＝生活道路）となる。 

これに対して、市営バス路線に生活道路に該当する道路があるかどうか現地調査を行

った。その結果、運行ダイヤの見直しが必要であると思われる路線区間が判明したた

め、改正案について協議するもの。 

２．生活道路とは  

定義 

対象となる道路の考え方 

中央線の有無 道路の特徴 法定速度 

中央線等がない 生活道路 30km/h 

道路標識等により最高速

度が指定されている道路 

指定されている速度まで 

中央線や車両通行帯、中央

分離帯等がある 

一般道路 原則 60km/h 

ただし、道路標識等により

最高速度が指定されてい

る場合はその速度まで 

高速道路 

自動車専用道路 
 

３．ダイヤ改正までの対応  

対応案 

市営バスは令和８年 10月１日付で一斉にダイヤ改正を行う。したがって、９月１日～

30日の１か月間については、以下のとおりの対応を行うこととしたい。 

 法定速度引き下げ対象区間 対象外区間 

定時定路線 現行ダイヤのまま、30km/hで運

行（遅延対応） 

変更なし 

乗合タクシー 30km/hで運行 変更なし 
 

 

４．見直し案  

対象路線 

O21桃源郷線 

※ その他の路線にも生活道路に該当する区間はあるが、30km/hで運行しても現行ダ

イヤに遅延（１分以内）が発生しないため、ダイヤの見直し不要と判断した。 

※ 実際の運行に当たっては法令順守をお願いしたい。 
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対象区間 

１ 
始点 終点 距離 

谷研修センター前 飛騨古川ふれあい広場 7.5km 

【見直しポイント】同区間の運行間隔を 13分から 15分に延長 

 

２ 
始点 終点 距離 

寺村 山王 4.7km 

【見直しポイント】同区間の運行間隔を 9分から 10分に延長 
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